第4学年　国語科学習指導案
令和２年12月１日（火）５校時
読谷村立　渡慶次小学校
４年２組　男子16人　女子14人　計30人
授業者　島袋　勇治
１　単元名　「もしものときにそなえよう」

２　単元の目標
(1) 主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の役割、段落の役割について理解することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【知識及び技能】
(2) 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫するとともに、相手や目的を意識して、経験したことや想像したことなどから書くことを選び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたいことを明確にすることができる。　　　【思考力，判断力，思考力等】
(3) 粘り強く自分の考えを書き、これまでの学習を活かして書き表し方を工夫しようとしている。
【学びに向かう力，人間性等】
３　単元について
　(1) 教材観
　　　本単元は、災害対策を題材に、意見文を書く学習である。自然災害は、台風や大雨など沖縄に住む子供達にとって身近な話題である。毎年地震や津波に対応した避難訓練を実施しており、９月には社会科で、「自然災害にそなえるまちづくり」という単元を学習し、いろいろな人の協力があって私たちの生活が守られているということを学んでいる。ここでは、自然災害への備えについて本等で調べ、自分の意見を文章で書き表し、みんなで見合いながら自分の文章のよさに気づく内容となっている。教材文は自分の考えを「始め」と「終わり」に書く双括型の構成となっており、「中」では自分の考えを支える理由や例を挙げるときの引用のしかたも触れている。
　(2) 児童観
　　　本学級の児童は、１学期の説明文の学習において、「頭括型」「尾括型」「双括型」という言葉を習っている。「聞き取りメモの工夫」の学習では、聞いたことを簡略に書いたり矢印で繋いだりするといった工夫が大切だということを学習した。校長講話をメモ取らせた時に、「どのように説明するとわかりやすいかな？」と聞いたところ、「始めに話したいことがいくつあるかを伝えてから説明するとわかりやすい」「頭括型みたい」といった声が出てきており、説明する際に大切な順序や構成について気づいているようである。ただ、実際に文に表す活動を苦手としている児童が多い。本単元では、実際に自分が伝えたいことを文で表す活動をする。文の構成に着目し、どの順番で書けば良いのかをあらかじめ考えて書くことで、文を書くという抵抗が減るとともに、筋道を立てて考えることの大切さに気づかせたい。
　(3) 指導観
　　　本研究では、筋道を立てて考える力を育てていくことを目指している。ここで扱う教材文が双括型の構成の書きぶりになっているため、その書き方をもとに自分の考えを伝える文章を書く指導を行う。
始めに、意見文を書くときの構成として、「頭括型」「尾括型」「双括型」について振り返る。その際に算数の解き方を説明する際にもこれらの構成が使われていることにも気づかせる。次に、自然災害への備えについて調べたいテーマを決めて調べ、メモさせる。ここで、引用についても押さえていく。そして、調べたメモをもとに自分の考えを書き表していく。今回は教材文にならい双括型の構成を用いる。自分の主張と理由が繋がっているかどうか確認しながら書かせていきたい。最後に、書いた文章を学級で読み合い、自分の文章のよさに気づかせていきたい。書き方を知り、主張にあった本を探して読み、構成を考えて書き、みんなで読み合う活動を通して、筋道を立てて考える力を育てていきたい。

４　単元の評価規準
	知識・技能(1)カ
	思考・判断・表現B(1)ウ
	主体的に学習に取り組む態度

	主語と述語との関係、修飾と被修飾との関係、指示する語句と接続する語句の役割、段落の役割について理解している。
	①自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫している。
②目的を意識して、書くことを選び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたいことを明確にしている。
	粘り強く自分の考えを書き、これまでの学習を活かして書き表し方を工夫しようとしている。



５　単元の指導計画・評価計画
	
	学習目標
	学習活動
	評価の観点　〈評価の見取り〉

	１
	●文章の組み立てを考えることができる。【検証】
	・つなぎ言葉や頭括型、尾括型、双括型の構成を振り返る
	【思】つなぎ言葉や文章の構成の種類を知り、書き表し方を工夫している。

	２
	●学習の見通しをもつことができる。
	・教科書を読み、「自然災害への備えについて考えたことを書き、読み合おう」という学習課題を設定して、学習計画を立てる。
	【態】学習の見通しをもち、計画を立てている

	３～５
	●テーマを決めて調べることができる。
	・「大雨」「台風」など、大きなテーマを選び、特に詳しく知りたいことを決める。
・知りたいことに合う方法で調べ、気になったことや分かったことをカードなどに書き出す。
	【思】目的を意識して、経験したことや想像したことなどから書くことを選び、集めた材料を比較したり分類したりして、伝えたいことを明確にしている。

	６

	●調べたことを整理することができる。

	・情報をいくつかに分けることや、分けたグループをさらにまとめることがあることを確かめ、調べて分かったことを分類する。
	

	７
	●文章の組み立てを考えることができる。

	・考えを伝えるための書き方の工夫を知る。
・教科書の例文がどの構成になっているか考える。
	【思】自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫している。
【態】粘り強く自分の考えを書き、これまでの学習を活かして書き表し方を工夫しようとしている。
【知】主語と述語との関係、段落の役割について理解している。

	８～11

	●自分の考えをまとめた文章を書くことができる。
●書いた文章を読み返すことができる。
	・初めと終わりに書く自分の考えを明確にし、中に何を取り上げるかを決める。
・声に出し、主語と述語との関係がつながっているかを意識して読み返す。
	

	12
	●文章を読み合い、感想を伝えることができる。
	・友達が伝えたいことを考えながら読み、内容や書き方の工夫などについて話し合う。
	




６　本時の指導
　(1) ねらい
　　　つなぎ言葉を使って、文章の組み立てを考えることができる。
　(2) 本時の展開
	
	学習活動
	予想される児童の反応
	留意点・評価

	導入
10
分
	１．算数の問題ワークシートを見て、解き方を思い出す。 



２．本時のめあてを知る。
	T:今日はこんな問題を持ってきました。
C：これ、算数だよ。
T：この問題はどのようにして解いたかな？ 
C：ボールの直径を求めてから。
C:わりざんもした。
C:この文章、順番がおかしいなぁ。
T:今日は、この解き方を説明する学習をします。めあて　とき方がわかりやすく伝わるように文章を整えよう。



	・解き方を忘れてしまった子もいると想定できる。今回は解き方ではないので、答えは始めで押さえておく。

	展開
25分
	３．ペアでバラバラになっている文章を組み立てる。








４．つなぎ言葉を付け足して文章を完成させる。











５．文章構成の３つの型を確認する。
	C:この計算を先にしてから答えを出したよね。
C:これが答えだから最後に持って行った方がいいよね。
[bookmark: _GoBack][image: ] [image: ]
T:この文章はそのまま並べてもすらすらと読めないです。何を付け足したらいいですか？
C:「だから」とか。
T:そのような言葉を何と言いましたか？
C:つなぎ言葉
T:いろいろと文章を付け足して完成させましょう。
C:書き始めは「まず」がいいなぁ。
C:この文は最後に持って行った方がつながると思うな。
[image: ] [image: ]
T:だいたいの並びは一緒だね。どこが違いますか？
C:答えの文章を先に置いているか最後に置いているか。
T:このように、言いたいことを最初に書いていく文章を何と言いましたか？
C:頭括型だ。
T:では、最後に書くのは？
C:尾括型
T:自分たちがまとめた説明はどの型になっている？
C：答えの文章を始めに書いているから頭括型だ。
[image: ] [image: ]
	・手が止まって書けない子には「どの順番だとわかるかな？」と順番に意識を持たせ、その後つなぎ言葉を付け加えるよう指導する。







【思】つなぎ言葉を使って、文章の組み立てを考えている。










	まとめ10分
	６．まとめ




７．振り返り
	T: わかりやすく書くには、どうしたらよかったかな？
C:つなぎ言葉を使う。
C:頭括型で書くとか、考える。まとめ　相手にわかりやすく伝えるためには、言いたいことをどこに書くか考えて書くといい。

	・「説明名人になろう」の手引きを配り、説明の構成、つなぎ言葉について振り返り、算数でも活かせることに気づかせる


(5) 板書事項
半径４cmのボール１個分の高さは、４×２＝８
めあて　とき方がわかりやすく伝わるように文章を整えよう。


[image: ]だから、ボール４個分の高さということがわかる。
頭括型
尾括型
一番伝えたいこと！！
４個入りのボールを買った。
かいとさんのお父さんは、かいとさんへのプレゼントを買いに、スポーツ店にいきました。
そのお店では、ボールがつつに入れて売られていました。入っているボールの数によって次の４種類の商品がありました。このボールの半径は４cmです。お父さんが買ったつつの高さは３２㎝でした。お父さんは何個入りのボールを買ったのでしょうか。

ボール４個分の高さということがわかります。
つつの高さ32cmを、ボール１個分の高さでわると、32÷８＝４
半径４cmのボール１個分の高さは、４×２＝８
４個入りのボールを買った。
つつの高さ32cmを、ボール１個分の高さでわると、32÷８＝４













　(6) 座席表
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